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８

第
二
十
三
条
の
九
第
十
四
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
五
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
四
十
条
の
八
第
十
九
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

９

第
二
十
三
条
の
九
第
十
六
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
五
第
十
三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
四
十
条
の
八
第
二
十
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
八
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
五
項
」
に
改

め
、
同
条
第
三
十
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
五
十
項
及
び
第
五
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
五
十
三
項

及
び
第
五
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十

九
項
か
ら
第
四
十
三
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
八
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第

四
十
二
項
か
ら
第
四
十
六
項
ま
で
及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
四
十
三
項
か
ら
第
五
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
三
十
四
項
と
し
、
同
条
第
三
十
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
五
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
」
を
「
第
二

十
三
条
の
九
第
三
十
八
項
か
ら
第
四
十
一
項
ま
で
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
六
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
三

条
の
九
第
三
十
九
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
九
項
第
一
号
中「
の
二
年
」

を
「
に
規
定
す
る
二
年
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
の
二
年
」
を
「
に
規
定
す
る
二
年
」
に
、「
第
二
十
七
項
」
を

「
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
の
二
年
」
を
「
に
規
定
す
る
二
年
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
三
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
八
項
第
五
号
中
「
の
二
年
」
を
「
に
規
定
す
る
二
年
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
三
十
一
項
と
し
、
同
条
第
二
十
七
項
を
同
条
第
三
十
項
と
し
、
同
条
第
二
十
六
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十

三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
九
項
と
し
、
同
条
第
二
十
五
項
第
一

号
中
「
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
」
を
「
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
の
い
ず
れ

か
に
掲
げ
る
場
合
」
を
「
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
」
に
、「
第
二
十
八
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
一
項
第
四
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
八
項
と
し
、
同
条
第
二
十
四
項
を
同
条
第
二
十
七
項
と
し
、同
条
第
二
十
三
項
中「
の

い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
場
合
」
を
「
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
六
項
と
し
、
同
条

第
二
十
二
項
を
同
条
第
二
十
五
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
を
同
条
第
二
十
四
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
を
同
条
第

二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
九
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
二
項
及
び
第
三
十
三
項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
十

第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
並
び
に
第
二
十
三
条

の
十
第
二
十
八
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
六
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十

第
二
十
九
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十

六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
七
項
第
三
号

中
「
こ
の
項
」
の
下
に
「
及
び
次
項
」
を
加
え
、「
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令

第
四
十
条
の
八
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

当
該
基
準
日
の
直
前
の
経
営
報
告
基
準
日
の
翌
日
か
ら
当
該
基
準
日
ま
で
の
間
に
施
行
令
第
四
十
条
の
八

の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
五
項
た
だ
し
書
又
は
施
行
令

第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十

五
項
た
だ
し
書
又
は
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条

の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
由
の
詳
細
及
び
こ
れ
ら
の
事
由
の
生
じ
た
年
月
日

施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十

五
項
た
だ
し
書
の
割
合
を
百
分
の
七
十
未
満
に
減
少
さ
せ
た
事
情
又
は
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十

三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
の
割
合
を
百
分
の
七

十
五
未
満
に
減
少
さ
せ
た
事
情
の
詳
細
及
び
こ
れ
ら
の
事
情
の
生
じ
た
年
月
日
又
は
事
業
年
度

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

20

第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
六
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る

施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
五
項
た
だ
し
書
又
は
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
三
項
後
段
に
お
い
て

準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
期
間
の
末
日
が
基
準
日
後
に
到
来
す

る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
六
項
第
二
号
ハ
中
「
同
条
第
三
十
一
項
」
を
「
同
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
第
五
号
中
「
同
条
第
三
十
一
項
」
を
「
同
条
第
三
十
七
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
第
四
号
中
「
資
産
運
用
型
会
社
」
の
下
に「（
第
十
九
項
第
三
号
に
お

い
て
「
資
産
保
有
型
会
社
等
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
第
七
条
第
十
項
」
を「
第
七
条
第
十
四
項
」

に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
七
条
第
四
項
」
を
「
第
十
七
条
第
五
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、

同
条
第
十
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
項
及
び
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
二
項
及
び
第

二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
五
項
及
び
第
十

七
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
七
項
及
び
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
」
に
、「
第
二

十
三
条
の
九
第
十
八
項
第
四
号
及
び
第
十
九
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
項
第
四
号
及
び
第
二
十
一

項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同

条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
九
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

９

第
二
十
三
条
の
九
第
十
四
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
五
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

10

第
二
十
三
条
の
九
第
十
六
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
三
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施

行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
事
由
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
の
五
第
三
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
四
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
五
項
」
に
改

め
、
同
条
第
九
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
五
項
及
び
第
十
七
項
か
ら
第
十
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九

第
十
七
項
及
び
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
一
項
ま
で
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
九
第
十
八
項
第
四
号
及
び
第
十
九
項
第
四

号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
項
第
四
号
及
び
第
二
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
第
二
十
三

条
の
九
第
二
十
項
及
び
第
二
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
二
項
及
び
第
二
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第

十
二
項
第
四
号
中
「
規
定
す
る
経
営
相
続
報
告
基
準
日
」
の
下
に「（
第
十
七
項
に
お
い
て「
経
営
相
続
報
告
基
準
日
」

と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
第
十
四
項
第
三
号
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
十
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五

項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
五
項
及
び
第
十
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
及
び
第
十

八
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
五
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
第
五
号
」
に

改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
七
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
十
九
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
十
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
十
二
の
三
第
二
十
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の

十
二
の
三
第
二
十
三
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
三
項
と
し
、
同
条
第
二
十
一
項
中

「
第
二
十
三
条
の
九
第
五
十
項
及
び
第
五
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
五
十
三
項
及
び
第
五
十
四
項
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
二
項
と
し
、
同
条
第
二
十
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
九
項
か
ら
第
四
十
三
項
ま
で

及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
八
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
四
十
二
項
か
ら
第
四
十
六
項

ま
で
及
び
第
二
十
三
条
の
十
第
四
十
三
項
か
ら
第
五
十
一
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同

条
第
十
九
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
五
項
か
ら
第
三
十
八
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
八
項
か

ら
第
四
十
一
項
ま
で
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
六
項
第
二
号
」
を「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
九
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
二
項
及
び
第
三
十
三
項
並

び
に
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
五
項
か
ら
第
二
十
九
項
ま
で
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六

項
並
び
に
第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
八
項
か
ら
第
三
十
二
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
九
項
と
し
、
同
条

第
十
七
項
中
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
九
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

17

第
二
十
三
条
の
十
第
二
十
六
項
の
規
定
は
、
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令

第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
一
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
五
項
た
だ
し
書
又

は
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
六
第
十
三
項
後
段
に
お
い

て
準
用
す
る
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
二
第
二
十
七
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
期
間
の
末
日
が
経
営
相
続
報
告
基

準
日
後
に
到
来
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
四
項
中
「
経
済
産
業
省
関
係
産
業
競
争
力
強
化
法
施
行
規
則
」
の
下
に「（
平
成
二
十
六
年
経
済

産
業
省
令
第
一
号
）」を
加
え
る
。

第
三
十
一
条
の
五
の
二
第
二
項
中
「
土
地
」
の
下
に「（
土
地
の
上
に
存
す
る
権
利
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。


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